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のば こども家庭支援センター
☎０４５ー８４０－５０９２

◆子ども本人及び子育て家庭の相談・支援◆
月曜日から土曜日まで（祝日、年末年始除く）
受付時間：９時～１７時

のば こども日記 子育て短期支援事業
の様子を紹介(*^_^*)

12/11(土)に、地域交流事業を開催しました。今回は
「クリスマスリースとオーナメントをつくろう」とい

うテーマで、人数を制限して2部制で行いました。
先日、大学4年の妹が就職の内定をもらってき

ました。少し年が離れている妹のことをこれま
では「子ども」として見ていましたが、いつま
でも子どもでいるわけではないんだな…としみじ
み感じた出来事でした。
当センターで関わっているお子さんたちも、

あっという間に成長していくのでしょう。私た
ち大人とは比べ物にならない密度の毎日を過ご
していることと思います。子ども時代の大切な
時間が本人たちにとって少しでも良いものにな
るように、支援に関わる大人としての責任を改
めて感じました。

のばこども職員の
ひとりごと…

あけましておめでとうございます。年の初めは、一年の過ごしかたなど考える特別な節目の時です。明る

く希望ある目標をもって一年を過ごしていきたいですね。さて、昨年を振り返れば、やはりコロナウイルス

感染症に翻弄された一年でした。感染者数の増減やワクチン接種、感染対策に行動制限…。今年こそは落着

きが戻り、穏やかに過ごせることを願うばかりです。そこで、今年の干支「壬寅」について調べてみました。

干支はもともと世の中のことわりを知って未来に備えるために生み出された暦のことで、それぞれに意味が

あります。「壬寅」は、「陽気をはらみ、春の胎動をたすく」と意味があり、“冬が厳しいほど春の芽吹きは

生命力に溢れ華々しく生まれる年になる”とのことです。即ち、“コロナに翻弄された厳しい日々から解放さ

れて、心躍る晴れやかな年になる”と勝手ながら解釈したいところです。のばこども家庭支援センターも通常

業務を行い、子どもたちとそのご家族にとってより身近な相談機関としてお役に立てる様、また子どもたち

の笑顔が一層増えていくよう職員一同取り組んでまいります。今年もどうぞ宜しくお願いいたします。

のばこども家庭支援センター長

絵本の紹介

カエル親子はおばあちゃんの家で
冬ごもりをする為にくものす空港へ

ぽっぽこうくう
さく・え：もとやすけいじ

出版社：佼成出版社

のば こども地域交流事業 報告

のば こども地域交流事業 お知らせ

次回は、令和4年2月12日(土)に『おやこヨガ』を
開催します。親子で身体を動かして楽しめる時間

を提供できたらなと思っています。

久しぶりの開催ということで、職員も
少し緊張していましたが、保護者のみ
なさまからは楽しかったとのお声を多
く頂けました。子どもたちは、特別ゲ
ストのサンタさんの登場をとても喜ん
でくれていました。

向かいます。しかし乗る予定だったハト飛行機がお昼
寝をして欠航に！！臨時便に用意されたのはなんと全
席ファーストクラスのまっしろいハト飛行機！きっと
すてきな旅になるのはまちがいなし♪色鮮やかでたく
さんの虫たちも描かれていて、絵を見て空港内のいろ
いろな発見をするのも楽しい一冊です。

のばこどもにはたくさんカードゲームやボード
ゲームを置いています。先日、『人狼ドッチ』で遊
び、子どもも職員も大盛り上がり。何時間も遊びま
した。カードゲームやボードゲームはコミュニケー
ションの機会にもなりますし、ルールの中で楽しく
遊ぶ経験にもなり、とても良いツールだと感じてい
ます。おうち訪問をした時は保護者の方も一緒に遊
ぶこともあり、親子で楽しく過ごせる時間になりま
す。これからもカードゲーム、ボードゲーム増やし
ていきたいです☆


